





める割合は 11.19％を数える。華人を出身地別に分類すると，潮州系 56.1％，客家系 12.4％，福









4600万，香港に 530万，シンガポールに 31万，マカオに 50万，マレーシア 75万，ベトナムに 50万，
インドネシアに 18万，サンフランシスコに 18万，オランダに 7万，タイに 3万，ニュージーラン
ドに 2万，フィリピン・コスタリカ・ブルネイ・ナウル・カナダ等に数千人の話者を有する一大言






















p 巴跛班 ph 爬批攀 m 麻米晩 f 花挥番
t  打低丹 th 他梯摊 n 那泥难 l 了犂兰
ts 渣仔赞 tsh 叉妻餐 s 沙洗山
k 家街艰 kh 骑楷勤 ŋ 岸银颜 h 虾蟹限
kw 瓜乖均 kwh 跨葵昆
w 蛙歪幻 j 也曳人  Ø 阿倭安
特徴としては以下の点が挙げられる：














a 把拿家 ɛ 者社夜 ɔ 波火左 œ鞋朶 i 知衣自 u 苦古符 y 语如书
【二重母音】
ai 埋乃大 ai 惠提替 ei 眉味地 ɔi 台材海 øy 推最具 au 包交炒 au 否透口
ɛu 庙掉条 ou 土母高 ui 倍妹回 iu 表照潮
【鼻音韻尾韻母】
am三杉南 am林臼心 im点占验 an 反丹山 an 品温人 ɛn 便 ɔn 干看论
œn 盾准 in 天田钱 un 本官满 yn 段酸犬
aŋ 烹猛冷 aŋ 萌登更 ɛŋ 病井醒 ɔŋ 帮忙狂 œŋ 娘丈向 eŋ 永令京 uŋ 风东孔
【閉鎖音韻尾韻母】
ap 搭甲纳 ap 粒十合 ip 接蝶叶 at 八法刮 at 不日突 ɔt 刷割喝 œt 律出栗
it 别列哲 ut 括末活 yt 脱雪月 ak 百肋格 ak 北徳墨 ɛk尺石喫 ɔk 博作岳








①広州方言同様，単母音［a, ɛ, ɔ, u, i, y, œ］は長母音である 6。












阴平 53, 55　　　　詩敷　　　　上阴入 5　　　　識忽
阳平 21, 11 時扶 下阴入 3 泄法
阴上 35 史苦 阳入　 2 食滑
阳上 13 市婦
阴去 33 試富
阳去 11, 21 事父
特徴としては以下の点が挙げられる：
①  広州方言同様陰平は一般的に 55と 53の調値が両方存在する。むしろ高降調 53の方が頻度
204 バンコク市における中国語粤方言の音韻体系 （西田）
が高かった。
②  陽平は 21，または 11で発音され，陽去と合流する傾向が見られる。
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































［声母］   ［韻母］   
 C Z  C Z
巴波 p p 茶卦 a ɑ
爬破 ph ph 邪车 ɛ ɛ
门秒 m m 火左 ɔ ɔ
飞花 f f 父古 u u
打低 t t 知耳 i i
体探 th th 雨煮 y y
难耐 n n 鞋 œ œ
礼路 l l 大怪 ai ai
节照 ts ts 低桂 ai ai
妻潮 tsh tsh 包考 au au
散洗 s s 收浮 au əu
结高 k k 比飞 ei ei
舅旗 kh kh 宰台 ɔi ʌi
危傲 ŋ ŋ 妹来 oi oi
红好 h h 水去 øy øy
骨关 kw kw 怒保 ou ou
困跨 khw khw 秒烧 iu iu
运威 w w 岩南 am am
衣言 j j 枕心 am am
安哀 ø ø 潜点 im im
［声母］   ［韻母］   
 C Z  C Z
山眼 an an 八法 at at
真文 an an 七擦 at at
竿安 ɔn ən 括末 ut ut
官本 uɔn un 出律 øt ut
乱酸 yn yn 月雪 yt yt
面仙 in in 切铁 it it
猛横 aŋ aŋ 百刻 ak ak
朋能 aŋ aŋ 北特 ak ek
病井 ɛŋ ɛŋ 石喫 ɛk ɛk
东用 uŋ uŋ 爵药 œk œk
光忘 ɔŋ ɔŋ 木肉 uk ok
娘上 œŋ œŋ 作託 ck ek
平星 eŋ eŋ 迫食 ik ek













① Cの［ au］を Zは［ eu］と発音する。
②  Cの［ɔi］を Zは［əi］と発音する。Zは“菜”［tshɔi］で揺れが見られたが［ɔi］が優勢であった。
③ Zには k子音で始まる文字（“简”“间”“奸”など）を［iɛn］と発音する現象が見られた。
④  中古音の寒韻牙音，喉音は，Cは［ɔn］，Bは［ən］と発音する。ただし，Zは“干”［kɔn］
など一部の文字は［ɔn］で発音する。さらに C同様に Z においても［œn］は［ɔn］に合流し
ている。
⑤  Cの［uɔn］を Zは［un］と発音する。
⑥ Cの［øt］を Zは［ut］と発音する。
⑦ Cの［ ak］を Zは［ ek］と発音する。




陽平は Cは高降調 53が優勢であるが Zは 55となっている。また，陽平については，Cは前述







































 3 この他にタイ語固有語由来の /b/が存在するが，本稿では字音のみを扱うため考察の対象外とした。
 4 この事実は Praatを用いても確認できた。
 5 この他に外来語由来の語彙にのみ現れる /ə, ɤ, ia, iɔ, uak/が存在するが，本稿では字音のみを扱うため考察の対象
外とした。
 6 但しタイ・カダイ語族（Tai-Kadai languages）乃至はクラ・ダイ語族（Kra-Dai languages）の諸言語と同様 /a/以
外は長短の音韻論的対立は存在しない。よって本稿は長音記号［ :］は省いて表記することにする。
 7 筆者は 2000年に広州市白雲区を訪れた時この発音を観察している。
 8 これらはすべてオノマトペ及び所謂「有音冇字」の口語語彙にのみ現れる音のため，純粋な字音調査では見出せな
かったのが原因と考えられる。
 9 香港粤語における同様の現象については，西田（1998, 2019）を参照。
225バンコク市における中国語粤方言の音韻体系 （西田）
 10 この事実は Praatを用いても確認できた。
 11 この他にも分節音レベルで子音の同化現象（例：唔係 m4hai6 >m4mai6，今日 kam4yat6>kam4mat6），異化現象
（例：頭先 tau4sin1> kau4sin1），合音現象（例：唔好m4hou2>mou2），減音（音脱落）現象（例：三 sa:m十 sap6>
卅 sa1）等が観察された。
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